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～ネット上のユーザ行動で読み解くメディアコンテンツの意味～
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画像・音楽等のメディアコンテ
ンツをウェブ上で利用するユー
ザの行動は、メディアコンテン
ツの内容と密接に関連していま
す。本研究では、これらユーザ
行動の分析を通じて、メディア
コンテンツの内容を理解する手
がかりを自動的かつ大量に獲得
することを目指します。

画像共有サイトには、ユーザ独
自の基準で収集分類された画像
が大量に蓄積されています。こ
の収集分類の過程を解析するだ
けで、内容が類似する画像群を
大量かつ自動的に獲得できます。
獲得した画像群をコーパスを利
用すると、特定の内容を表現す
る画像特徴量を獲得できます。

ウェブ上のメディアコンテンツ
が互いにどのような関連にある
のか？ どのような知識やイベ
ントが背後にあるのか？ コン
テンツが生成・拡散・消費され
るプロセスや多様な付加情報を
横断的に解析することで、それ
らを自動的に獲得し、可視化す
る技術の確立を目指します。

1.画像を収集分類するユーザの
行動を多数集積することで、
画像分類間の類似性を獲得 [1]

• 各画像分類をノード、画像の共有関係を
エッジとするネットワークを構成。

• ネットワーク上での近さで、
画像分類間の内容の類似性を表現。

2.分類を表現する画像特徴量を、
画像分類間類似性から学習 [2]

• 新しい画像をネットワーク上に配置、
隣接ノードから画像の内容を推測可能に。

ウェブを利用するユーザの行動はメディアコンテンツの内容を浮き彫りにする。[3]


